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20．骨髄性増殖疾患における骨髄シンチ（第一報）
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　骨髄増殖性疾患は，多赤血球血症，多血小板血症，白

血病に大別されるがその病態の評価および予後の推定は

困難である．真性多血症2例，真性多血小板血症1例，白

血病1例，真性多血症ブスルファン投与による骨髄傍を

きたした1例の塩化インジウムによる骨髄シンチグラム

の所見を得た．真性多血症2例では，右上腕骨，右大腿

骨右膝関節周囲に左右非対称的に強い集積があり，残る

1例では対称性に上腕骨大腿骨にRI集積を認めた．真

性多血小板血症の1例では強い赤血球減少があるにかか

わらず大1退骨全体にわたり左右対称的に異常集積を認め

た．一方白血病では体全体の骨に異常集積を見た．ブス

ルファン投与による再生不良性貧血では骨盤骨にもRI

集積をわずかに認めるものの，血液検査ではまだ正常化

していなかった．症例数は少ないが，症例を重ねること

により病態および予後と，塩化インジウムによる骨髄シ

ンチとの相関をあきらかにすることが可能と思われた．

21．特発性血小板減少症の1111n　oxine　plateletによる検
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　インビトロでIn－oxineによる血小板の標識を行い，

本態性柴斑性血小板減少症（ITP）の血小板寿命測定およ

びイメージングを行った．

　患者からの血液50m1を血小板分離し，1111n　oxine

2mCiで標識した．標識率は2～3万／μ1程度の血小板

数でも30％以上の標識率を得ることができた．標識さ

れた血小板を患者に戻し，以降一定時間ごと約4日にわ

1539

たって採血し，その放射能の変化を測定し，血小板の血

中kinetics算出の対象とした．

　検査は，ITPの4例について行い，そのT1／2はそれ

ぞれ，10．5hr，7．5　hr，2day，6．3　hrであり，明らかな

その間の短縮を認めた（正常値：4～5日）．2例につい

ては脾摘が行われ，脾摘後のT1／2は，2dayから，4・8

day，6．3　hrから4．4　dayと，延長を見た．24　hr後のシ

ンチグラフィーにおいて，肝・脾に強い集積を認めた．

　In－oxine　2　mCiを用いた血小板寿命測定の有用性と

して，血小板寿命の測定ができること，治療による効果

を予測評価できること，血小板の破壊場所をガンマカメ

ラによリディテクト可能なので血栓探策もできることな

ど考えられる．

　血小板寿命の短い例における測定では，2つのコンポ

ーネントがあり，正常例との対比の上で今後の検討が必

要と思われる．

22．1111n・oxine血小板，99mTc－fibrinogenによる血栓の

　　検出
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　血栓症の診断においては，臨床所見が重視されてきた

が，近年発展した各種画像診断により，早期診断がなさ

れるようになってきた．今回，われわれは，1111n・oxine

血小板シンチグラフィ（1111n一血小板）48症例，99mTc－

fibrinogenシンチグラフィ（99mTc－F）30症例における血

栓の検出について検討した．（1）1111n一血小板は外科的に

確認した心大血管系の血栓7例中，完全に器質化した血

栓であった1例が陰性であっただけで，残り6例はいず

れも描出された．（2）外科的に確認した左房内血栓2例

において，1111n一血小板では2例とも描出されたが，

99mTc－Fでは2例とも陰性であった．（3）血管外科術後

の1111n一血小板の陽性出現は，術後10日以降で高くなっ

た．（4）深部静脈血栓症（DVT）20例において99mTc－F
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